保－小ブロック　保育・教育部

　　　　　部長：北川　優子（新島小学校）永井　友絵（式根島保育園）　部員　１８名

研究主題

たくましい島っ子　～人と人とのかかわりを重視した活動を通して～

主題設定の理由

　　　　 保小ブロックは、前年度より同テーマで取り組んできた。「のご」を目指したい、　　　　　　　　　　　　    　　たくましさを身に付けて欲しいというのが、部員共通の願いである。年長と１・２年生が島の自然の中で遊んだり教えあったりする活動を通して、仲良く協力し、一緒に考えながら、成功したり失敗したりあきらめずに最後まで取り組む気持ちを育てたいと考えた。そこで今年度は、前年度の取り組みを基にし、反省を生かし、積み上げて行うことにした。

　　

実践例

	新　島　地　区
	式　根　島　地　区

	交流１「砂浜で遊ぼう」・・・若郷前浜
◎砂浜で力いっぱい遊び、交流を深める。

(1)自己紹介

(2)グループ対抗ゲーム

どのグループが高い砂山を作れるかな

砂浜でつなひき（大縄で）

宝さがし

(3)グループ別遊び

(4)帰りの準備・あいさつ
交流２　「よもぎだんごを作ろう」
◎地域の素材を使って、楽しく調理したり作ったものを食べたりしながら、児童・保育園児の交流を深める。
(1)小学生が保育園児の三角巾をつける。

(2)よもぎだんご作り

(3)食べる

(4)テーブルでできる遊び
(5)握手・１年生の教室見学・解散
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	交流１　「春の式根島探険」・・・小の口公園

· 春の自然に触れながら散歩を楽しむ。

(1)小学生と保育園児が手をつないで、公園まで歩く。

(2)小学生が桑の実やさくらんぼ、木苺をとって、食べる。
(3)公園で遊ぶ。

交流２　「夏の式根島探険」・・・釜ノ下海岸

◎カニに触れたり、つかまえたりする

(1)小学生と保育園児が手をつないで、海岸まで行く。

(2)カニのさわり方やつかまえ方を伝え合いながら、グループごとに活動を楽しむ。

交流３　「秋の式根島探険」・・・竹の沢農道

◎秋の自然に触れながら散歩を楽しむ。

(1) 小学生と保育園児が手をつないで歩く。

(2)枯れてしまった花の種や木の枝など自然を使って楽しむ。
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成果(○) と課題(▲)

	新　島　地　区
	式　根　島　地　区

	○ステップを踏んだ交流ができてよかった。

○２回の交流を同じグループで行ったことで、グループの中で親近感をもちながら、スムーズに２回目の活動に入ることができた。

○2年生は、保育園児と1年生に丁寧に優しく自然に教えることができた。1年生は、手順を見ながら自分で考え動けた。保育園児は、１・２年生の話を聞き、楽しみながら動くことができた。

▲２年生に任せる場面が多すぎたので、１年生や保育園児が活躍できる場面を設定していく。

▲準備で小学校の負担が多くなってしまった。保育園と協力しながら今後も進めていく。
	○式根島探険を“自然の中での遊び”につなげたこ

とにより、自然を使って人と人とのかかわりがもてるようになり効果的であった。
○2年生は「保育園児・1年生が楽しめる活動を考えよう」をめあてに取り組んだことで、リーダーシップをとろうとする意欲を高めることができた。
○合同の活動を通して、日常的にも交流が深まった。
▲保育園児の発達段階に留意し、グループ作りを工夫するとともに、いつでも楽しく交流でき、安全に遊べる場(秘密基地など)を工夫していく。
▲日常的な遊びの交流を通して、たくましい島っ子を育てるために小学生や保育園児への言葉掛けを行っていく。


小－中ブロック　学習指導部

　　部長：磯部　茂（新島小学校）　部員　７名

研究主題

小中のつながりを深めるための学習活動

～表現活動の充実に視点をおいて（式根島のみ）～
主題設定の理由

　　　昨年度からの引き続きになるが、つながりをいっそう深めることで、研究会としてだ

けでなく常時活動としての協力授業ができるようにするための仕組みを作っていく。そ

のために小中それぞれの要望をもとにした協力授業とあしたば教室などの生徒と児童の

交流を進めていく。

　式根島と新島では、それぞれの進み具合が違うことと実践のしやすさを考えて別々に

活動していく。

　　

実践例

	新　島　地　区
	式　根　島　地　区

	小中協力授業の名称をJECS(ジュニア　エレメンタリーコ
オペレイション　スタディ）ジェックスと名付け、活動を進めた。
１学期～お互いの授業参観をし、児童・生徒の実態を
つかみ、協力授業計画をたてる。

２学期～協力授業の実践（次は例です）
小４　算数「割り算の筆算」（若槻・佐々木・丸山・大橋）

【３コースに分かれて学習する】
発展コース・教科書より難しいレベルの問題を、自力で解くことができる。

基礎コース・教科書レベルの問題を、自力で解くことができる。

じっくりコース・筆算の手順を定着させ、２桁で割る

筆算を確実に解くことができる。
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（子ども達は、どんどん積極的に取り組んでいこうという姿勢を見せてくれた。T.Tのやり方としては、今回のような形が良いと思った。）
	· 授業参観等を通して、小・中の実態や発達段階に
あわせた授業の進め方について意見を交換しました。
実践例
①小６算数科授業参観「分数のたし算とひき算」

・表現力を高めるためにホワイトボードを活用した学び合い

・「自分と同じ」「異なる」ところから学び合いにつなげる活動

　〔感〕小学校では具体的な概念を中心として扱い、中学校では中小的な概念に重点が置かれる。移行をスムーズにしたい。
②中１技術科授業参観「製作品の設計」

・習得した言語を活用して自分の作品について説明する活動

・立体の構成を考える手助けとしてコンピューターの活用

　〔感〕ＣＧと具体的な手作業の両方の活動により、イメージがふくらんでいた。そこから発表につなげられる。


成果(○) と課題(▲)

	新　島　地　区
	式　根　島　地　区

	○より専門的な指導を行うことにより、児童の興味関心が深まると同時に発達段階の違いを指導者が深く理解できるようになった。さらに、回数を重ねるごとに小中の連携もスムーズにいくようになってきたことがあげられる。

▲大きな課題として、物理的な時間空間の確保があげられる。

　協力授業の打ち合わせや実施後のフィードバックや次に向け
ての話し合い・準備等の時間をきちんとセッティングする必要
がある。


	○系統的に「表現力」をとらえられた。

○小学校中学年から高学年の段階で、問題解決の過程を図や式、シンプルな説明などで表現する訓練を十分につんでおく必要がある

▲表現力を高めるために

①基礎基本の学力を確実に定着させる。

②自力解決や学び合いお時間や場を十分に確保する。

③進んで発言したくなる雰囲気作りや課題設定に取り組む。

④発達段階を見据え、先の学年で必要とされる能力・学力を明確にし、確実に身につけさせる。




小―中ブロック　健全育成指導部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長：加藤　昌子（式根島小学校）    部員８名
研究主題
心豊かな心を育てる ～人と人との関わりを通じて～

主題設定の理由
子どもたちを取り巻く環境は児童の減少、社会の情報化に伴い変化してきている。そこで本部会では、子どもたち同士が地域へ豊かに関わり、貢献できるような活動として、小中合同の浜清掃や避難訓練、部活体験を計画し、地域社会の一員として自覚をもち、自分の島を大切にする気持ちを育ててほしいという思いから「豊かな心を育てる教育 ～人と人との関わりを通じて～」をメインテーマに研究を進めてきた。
実践例
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【新島地区】（新島小学校・新島中学校）
１．小中合同クリーン作戦     平成２１年７月７日(火) 
○小中の縦割り班ごとに清掃活動を行った。
２．部活体験     平成２１年７月２８日(火) 平成２１年８月４月(火) 平成２１年８月６日(木)      
○小学生部活動体験を新島中学校で実施した。
　○小学校5，6年生の希望者を対象に野球部、バスケットボール部、バレーボール部、ソフトテニス部で体験会を開いた。
【式根島地区】（式根島小学校・式根島中学校）
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１．浜清掃     平成２１年６月２９日（月）平成２１年１１月２７日（金）
      ○小学校児童会と中学校生徒会での浜清掃事前打ち合わせを行った。
      ○小中の縦割り班ごとに清掃活動を行った。
２．小中合同避難訓練     平成２１年9月9日（水）
      ○津波を想定し、中学校は二次避難で小学校校庭へ移動し、小学校と合流。その後、４つの班に分かれて、小中合同集団下校の訓練を行った。
成果と課題
 ・小中での取り組みということで、小学生は、中学生へのあこがれを感じることができた。
 ・中学１年生は、先輩としての意識が芽生え自己を見つめるきっかけとなった。
 ・中学生は、小学生に内容を説明する機会を設けることができ、小学生に対する説明の仕方や対応など工夫することができた。
 ・避難訓練では、より実践に近いかたちで訓練ができた。
 ・小中での時間が異なることにより、時間編成が困難であった。
 ・縦割り班の班長にもう少し責任を与えてリーダーシップを発揮させると良かった。
中－高ブロック　　学習指導部

　　　　　　　　　　　　　　　　　部長：岸　　剛（新島高等学校）部員８名
研究主題　　　『学力向上のための言語活動の充実』
主題設定の理由
　昨年度学習指導部会が中高各教科に実施したアンケート調査の中で、生徒の基礎的学力の定着を求める回答が多くあり、国語力（読解力）の不足が課題として指摘された。学習指導部のまとめでも、「教科連携の中で、中学生の基礎定着につながる取り組みを模索する必要」を指摘した。そこで今年度は、中学で実施される校内研修の成果も活かして上のテーマで活動することにした。
活動内容
　中高の教科連携の推進に活動軸を置いた学習指導部は教科連携の維持管理を活動の中心としており、年度活動の始めに『各教科連携活動計画』をまとめ、年度の終わりに『各教科連携活動報告』をまとめた。その他に部会での意見交換のテーマとして研究主題を設定した。「言語活動の充実」は新指導要領の重点の一つであり、教育課程の改訂が近づく現在、各校で教科指導にどう生かすか研修が計画された。そこで学習指導部は各校の校内研修成果も教科連携に生かす事ができるよう、『中高各校の校内研修情報』をまとめて全教員に配布し、研修資料を全教員に回覧した。
　今回の全体会発表で行う、現在の中高教科連携活動の実際を紹介することも学習指導部の活動の一つである。
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　＜教科連携の写真紹介＞
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写真上：新高の社会の先生が式中で指導
右上：新高の国語の先生が式中で授業参観
右下：新中・新高の数学の先生が新中で指導
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式中・新高の先生が式中で指導
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新高・新中　運動会組体操の指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式中・新高の体育の先生が新高で指導
成果と課題  
　今年度新島の中学校２校では新指導要領にうたわれる「言語活動の充実」を統一テーマとして校内研修が計画された。国語力と学力の問題については基礎学力の定着をはかる上で解決しなければならない問題である。新教育課程は中学校では２４年度から完全実施（理数の先行実施は今年度から）、高校では２５年度（理数は２４年度）から学年進行で完全実施が始まり、それぞれに新教育課程を視野に入れた校内研修の取り組みが始まっている。そこで学習指導部も各教科連携の取りまとめ・調整だけでなく、これを機に校内研修を共有するための情報発信に取り組むことにし、『中高各校の校内研修情報』にまとめ、全教員に配布した。こうした校内研修の一覧表があることは参加する予定を立てることができ、お互いの校内研修に関心が高まり、各教科の連携モチベーションが高まったと考える。
　ただ、一方で中学と高校では校内研修の取り組み方法が異なり、同じようには指導案や校内研修資料を共有できない現状も浮き上がらせた。
　今年は外からは見えづらい教科連携の中身を広く紹介することを活動の一つとした。これが発表会に反映され、写真による具体的な教科連携紹介となった。
　部会の活動経過にもあるとおり、新教育課程移行に伴い、編成作業と並行して各教科の「中高６年間の指導内容」・「シラバス」の改訂作業に来年度から着手することを確認した。
　今年度の中高連携に関する学習指導部の活動をまとめる中で、今年度も教科によって、回数が優先されることへの疑問が出された。教科によって連携の効果的な生かし方は異なるが、「回数の達成」が私たち教員にとって無用なプレッシャーになっていることがわかる。また、新採・転入者の多い教科は連携そのものの計画を立てるのが困難で、他から連携を計画実施できるようにどのようにフォロー体制をとるかは現在の課題である。
　新島の中高教科連携の形はまだ完成形には到っていないと思われる。今後の中高連携の発展のために、教員が次々に入れ替わる新島で、実行する教員が常に明確なイメージを持てるよう、達成しようとする教科連携体制とはどのようなものか、連携から生徒・教員が得るべきものをどこに設定するのか等、中高の組織の違いを踏まえて今後も柔軟な検討が望まれる。
中－高ブロック　健全育成指導部会
                                    部長：宮本　和彦（新島高等学校）部員　８名
 ＜研究主題＞
　新島村連携型一貫教育「健全育成」プログラムにおけるコンセプトⅠ、「自ら律する態度を育てる」４つの連携の継続とセーフティ教室の共同開催の試み
 ＜主題設定の理由＞
　これまでの取り組み「行事、生徒会、ボランティア、部活についての連携の実践」について、一定の成果をみた。今後とも継続・発展させながら、新たな連携の実践を模索する。今年度は、「安全指導」を取り上げ、「セーフティ教室の共同開催」と「新島村の防災訓練への積極的な参加」を試みることとし、その計画、実践、効果について検証する。
 ＜活動経過＞
①　これまでの４つの連携について、いくつかの改善点はあるものの、学校間及び担当者間の理解と協力の形が定着していること、また、一部には、小学校を含めた活動が始まっており、現在の状態を発展的に継続していくことを確認した。

②　新たな取り組みとして、これまで各校独自に行っていたセーフティ教室の共同開催の案が提案された。年間行事予定や各校のこれまでの取り組みなど調整しなければならない問題点はあるものの、講師として協力して頂く新島村の方々の日程調整や、外部講師依頼に関する諸問題等はあるものの、情報を共有化し、問題の共通理解が出来ること、中高生が一同に会する機会とする等、共同開催することに大きなメリットがある。今年度は新中と新高は７月に合同開催し、式中は１０月に同一内容で行うことにした。今回のテーマは「飲酒・喫煙」とし、健康センターと新島警察署に講演を依頼し実施した。

③　防災訓練への積極的参加を各校で検討することにした。
　＜成果と課題＞
①　「行事・生徒会・ボランティア・部活」連携に於いては、これまでの取り組みを継続し実施することが出来た。これまでの実績を大切にしながら、内容の検討・修正、新たな取り組み等積極的に取り組んで行きたい。
②　「セーフティ教室」に於いては、会場の緊張感や内容の共通理解、生徒から多くの質問がされたこと等、期待した成果は感じられたものの、中高の日程調整や、年齢差により内容の焦点が当てにくい、内容を地域や学校の実体に合わせたいなどの意見も多く、検討が必要である。来年度も継続して計画を進めることを前提として、利点を生かし、中高の実体や課題に合わせたものにしていきたい。  
③　「防災訓練」では、新中生による「応急処置や搬送の実演」が行われ、「積極的に参加しよう」という呼びかけに、これまでほとんど参加していなかった高校生も、半数程度の生徒が参加するなど、今後につながる成果があった。
小－中－高ブロック　あり方生き方指導部

部長：谷口　聡(新島高等学校)　　部員14名

研究主題：「職業観・勤労観を育てるために～各校の実践から～」

主題設定の理由
昨年度より本部会は、小学校から高等学校の会員によって構成される部会として、校種の壁を越えて情報を交換し、それぞれの学校におけるあり方生き方指導を考えるきっかけを作ってきた。本部会ではこれを一つの成果ととらえ、今年度も引き続き各学校で行っている職業体験活動の実践報告を主軸に据えた情報交換を行い、それぞれの校種、学校における指導の参考にすることを目指し、この主題を設定した。
実践例
1. 移動教室(毎日新聞社)実践報告【新島小学校】
1.実施時期：5月11日(月)～5月14日(木)

2.対象学年：第5学年

3.実施場所：毎日新聞社
2 職場体験実践報告【新島中学校】
1.実施時期：夏休みを利用した5日間を原則とする。
(職場の都合で5日間実施出来ない場合もある。)
2.対象学年：第2学年

3.実施場所：島内の事業所

3 職場体験実践報告【式根島中学校】
1.実施時期：【個　　人】　7月22日(水)～24日(金)

【グループ】　7月27日(月)、28日(火)

2.対象学年：第2学年

3.実施場所：島内の事業所・式根島クリーンセンター
4 移動教室(就業体験)実践報告【新島高等学校】
1.実施時期：11月2日(月)～11月7日(土)
2.対象学年：第1学年

3.実施場所：内地の事業所

5 「新島村小中高等学校　進路学習活動・指導の一覧」の作成
1.研究の目的
職業体験を含めた進路学習活動・指導の全体像を全校種の部員が共有し、今後の一貫教育研究に生かすことをめざし、作成する。
2.方法
各学校より、進路学習活動・指導にあたると考えられるものを報告してもらい、それを4つの領域に分類し、一覧にまとめた。
成果と課題
今年度、本部会では、昨年度に引き続き小学校、中学校、高等学校それぞれの職業体験を中心とした進路学習活動を相互に報告しあうことにより、他の学校で行われている進路学習活動についての理解を深める研究をしてきた。新島小学校の毎日新聞社での企業見学、新島中学校・式根島中学校での職場体験、新島高等学校の職業体験の報告を通して、指導上の課題や活動の成果を共有し、異校種の部員がさまざまな視点から意見を述べ、議論したことは、一貫教育を推進していくうえで参考になる研究となったと考える。
また、職業体験という共通の活動に焦点を絞って検討を進めていく中で、確信をもって児童・生徒の発達に合わせた活動を推進できるようになった。小学校においては企業を見学し、中学校においては自らが住む地域での職場体験を行い、高等学校においては、知らない土地での就業体験に挑めるように成長しうることが確認できた。
成果が挙げられる一方、それぞれの学校で進路学習活動・指導を行っていく中で、課題も明らかになってきた。例えば、高校生の就業体験では、事前調査学習の場面や体験中でも、他者の指導・指示を待つ傾向があるとの指摘がある。見知らぬ人や未経験の事態を、積極的に知り理解しようとする努力、それらに適応する力をどのように育成できるかは、校種を越えて取り組める課題の一つである。部会の活動を通して、このような実態を小学校、中学校の部員もともに知り、理解しあえたことは大きな収穫である。これからは、自らの所属する校種においてどのような対策が更に現実的に可能か模索していく必要がある。小学校、中学校においては、さまざまな職業について知り、接する機会をより多くもたせるような活動を行っていくこともできるであろう。
このようなプロセスを経ることで、一貫教育は大きな役割を果たすことができると考えられる。今年度共有した各学校の活動における成果と課題を整理し、さらなる発展をさせるために、他の校種でどのような役割を果たせるのかということを考え、実践していくことは一貫教育を行っているがゆえにできる教育活動であると思う。
あり方生き方指導部が発足して3年。また、小－中ブロック、中－高ブロックという垣根を取り払い、小－中－高あり方生き方指導部として活動を始めて2年が経過した。この間、本部会では、他の学校での進路学習活動を共有することが十分にできたと考えられる。今後は、これまでの成果を生かし、各学校での進路学習活動を共有しながら、新たな課題を解決していくような研究に取り組んでいくことも考えていきたい。
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